
紀美野町民歌完成発表会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

農業委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ‥‥‥‥３

一年を振り返って‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４～５

まちの話題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６

健康・福祉ガイド‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７～８

お知らせ（年末・年始の役場等）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９

ふれあいネット‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10～13

消防だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14

町民カレンダー・募集‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15

紀美野町の“まつり”盛大に開催される‥‥‥‥‥‥‥16　　

　11月18日(日)、町文化センター（木の温もり

広場）で農林商工まつり＆美里柿の市が開かれ、

多くの人出でにぎわいました。【写真：農産物品

評会、柿皮むき大会（円内）、農産物即売】

（16面に関連記事）
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「
力
作
」
「
秀
作
」

　
　

「
名
演
技
」
「
名
演
奏
」
‥
‥

紀
美
野
町
民
歌
完
成
発
表
会

「
力
作
」
「
秀
作
」

　
　

「
名
演
技
」
「
名
演
奏
」
‥
‥

第
２
回
紀
美
野
町
文
化
祭

2007・12

　

伝
統
あ
る
貴
重
な
工
芸
品
又
は
生
活
用

品
を
製
造
す
る
技
能
者
に
贈
ら
れ
る
平
成

19
年
度
和
歌
山
県
名
匠
表
彰
を
桑
添
勇
雄

氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
戦
後
、
棕
櫚
箒
の
製
作
を
始
め

ら
れ
、
以
来
、
箒
づ
く
り
一
筋
に
歩
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
県
内
で
鬼
毛
に

よ
る
棕
櫚
箒
の
製
作
技
術
を
伝
承
し
て
い

る
の
は
氏
一
人
で
、
伝
統
産
業
を
守
る
た

め
、
来
客
者
に
技
術
の
公
開
や
製
品
の
紹

介
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
食
育
推
進
会
議
よ
り
「
食
べ

て
元
気
、
わ
か
や
ま
食
育
推
進
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
食
育
に
積
極
的
に
取
り
組
む
個

人
・
団
体
・
企
業
等
に
対
す
る
表
彰
制
度

が
創
設
さ
れ
、
寺
中
佐
知
子
さ
ん
が
初
回

の
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

氏
は
、
「
作
る
楽
し
さ
、
食
べ
る
楽
し

さ
」
を
広
め
る
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

町
内
外
で
料
理
の
講
師
と
し
て
長
年
活
躍

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。
「
食
育
」
の
大
切
さ

を
多
く
の
人
に
広
め
る
為
の
活
動
に
、
今

後
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

去
る
11
月
15
日
、
母
子
保
健
推
進
員
会

会
長
で
あ
る
桑
添
育
子
氏
が
、
平
成
19
年

度
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会
に
お
け
る
社

団
法
人
母
子
保
健
推
進
会
議
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
旧
野
上
町
母
子
保
健
推
進
員
会

会
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
、
会
員
と
と
も

に
町
内
の
母
子
保
健
活
動
を
積
極
的
に
続

け
ら
れ
、
町
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
合
併
後
は
、
紀
美
野
町
母
子
保
健

推
進
員
会
会
長
に
就
任
さ
れ
、
引
き
続
き

母
子
保
健
活
動
等
に
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

11
月
3
日
（
祝
）
の
文
化
祭

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
、
紀
美
野
町
民

歌
制
作
の
願
い
や
想
い
を
述

べ
た
後
、
今
回
の
歌
詞
募
集

で
入
選
と
な
っ
た
今
野
昭
子

さ
ん
が
表
彰
状
と
記
念
品
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
野
さ

ん
か
ら
は
「
紀
美
野
町
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
と
、
こ
れ
か

ら
の
夢
や
願
い
を
込
め
て
作

り
ま
し
た
。
」
と
一
言
い
た

だ
き
、
続
い
て
紀
美
野
児
童

合
唱
団
と
町
民
コ
ー
ラ
ス
の

皆
様
の
合
唱
で
紀
美
野
町
民

歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
（
祝
）
、
４
日
（
日
）
、

５
日
（
月
）
と
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
会
場
に
は
連
日
、
大
勢
の
人
が

訪
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
の
力

作
、
秀
作
を
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
３
日
の
児
童
生
徒
発
表

会
、
４
日
の
芸
能
大
会
で
は
日
頃

か
ら
練
習
さ
れ
た
演
技
や
演
奏
が

披
露
さ
れ
、
会
場
の
お
客
さ
ん
は

熱
心
に
観
覧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
昼
間
の
天
体
観
測
、
茶

席
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

多
種
多
様
な
催
し
を
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

入選された今野昭子さんと寺本町長

芸能大会 11月1日制定の町の花・木・鳥を写真パネルで紹介

和
歌
山
県
名
匠

 
 
 
 

表
彰
受
賞

桑添 勇雄氏（動 木）

和
歌
山
県
食
育

 
 

推
進
表
彰
受
賞

寺中 佐知子氏（動 木）

（
社
）母
子
保
健
推
進
会
議

 
 
 

会
長
表
彰
を
受
賞

桑添 育子氏（動 木）

し
ゅ
ろ

ほ
う
き



 農業委員会では、毎年各農家の方々から提出された申請書に基づいて、農業委員会選挙人名簿を調製し

ています。従って申請書が提出されないと投票もリコールの請求もできなくなります。

　次の要件に該当する農業者の方々に登載資格がありますので、資格のある方は平成20年1月10日(木)

までに必ず提出してください。　※資格のない方の提出は不要です。

　町税の納付忘れはございませんか。町、県及び和

歌山地方税回収機構では、12月を合同の『滞納整

理強化月間』として、滞納額縮減のため差押えを行

うなど、協調して滞納整理を進めます。

　まだ納付されていない方は、至急、役場又は金融

機関で納付してください。また、何らかの事情で納

付できない方は、未納のまま放置することなく、税

務課まで是非ご相談ください。

納期内に納付されない場合は、法律により年率

14.6％の延滞金がかかります。納税はお早めに。

【資格要件】
①平成20年1月1日現在、紀美野町に住所を有する方
②年齢満20歳以上の方（昭和63年4月1日以前に生

まれた方）
③10アール以上の農地につき耕作の業務を営む方

及びその方の同居の親族又はその配偶者で、年間
おおむね60日以上耕作に従事していると農業委
員会が認めた方

※ 配布及び回収方法
　農業委員会選挙人名簿登載申請書は、12月広報と
ともに各戸配布されますので、該当される農家の
方々は、申請忘れのないようにお願いいたします。
　なお、申請書は、下記へ提出していただくようお願
いいたします。お手数をおかけいたしますが、ご理解
とご協力をお願いします。

〈提 出 先〉
　・紀美野町役場本庁舎　産業課（農業委員会事務局）
　　　（直通）489-5901（代表）489-2430
　・紀美野町役場神野支所　産業・建設室
　　　（直通）495-3462（代表）495-2021

〈提出期限〉 平成20年1月10日(木)

※資格のある方で、申請書が届いていない方は、お近くの
　役場本庁（産業課）又は神野支所（産業・建設室）へ
　お問い合わせください。

延滞金

機構は、滞納税金を回収するため、滞納者宅の

捜索、不動産･預金・売掛金等の差押え、公売
などの法的処分を行う組織です。本町では、現

在、機構職員の派遣を受けるとともに、機構に

305件、663万円の滞納事案の引継ぎを行って

おり、今後も滞納放置者などの税金回収のた

め、積極的に活用していきます。

　みなさま、電子証明書をご存知ですか？

　電子証明書は、住民が安心してインターネットを通じ

て国や地方の行政機関が行う電子申請・届出等の行政

サービスを受けるために利用するもので、個人向けの電

子証明書は、地方公共団体による「公的個人認証サービ

ス」にて発行されています。

　この電子証明書については、平成19年度税制改正で、

取得促進を目的として、電子証明書を有する個人の電子

申告に係る所得税額の特別控除制度が創設されました。

　これは、e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用

して平成19年分又は20年分（いずれか1回）の所得税の

確定申告書を申告期限（平成19年分は平成20年3月17

日、平成20年分は平成21年3月16日）までに提出する際

に、併せて本人の電子署名と電子証明書とを送信した場

合には、所得税額から5,000円（その年分の所得税額を限

度）を控除できるというものです。

　この機会に電子証明書とICカードリーダライタを取

得して、ご利用されてはいかがですか？

　なお、確定申告時期が近づくと、市区町村の窓口が混

み合う場合がありますので、電子証明書の取得はお早め

にお願いします。

電子証明書の取得：

住民票のある市区町村の窓口で住民基本台帳カード

（住基カード）を入手し、申請書等を提出して取得でき

ます。（発行手数料として、住基カードは500円、電子

証明書は500円が必要）有効期間は3年間です。

※住基カードは申請後出来上がるまで、約2週間程度

かかります。

　　住基カードの有効期限は10年間です。

ICカードリーダライタの入手：家電量販店やインター

ネット販売で購入できます。

和歌山地方税回収機構

「電子証明書の取得はお早めに」

■詳細な情報については、次のホームページをご覧ください。
　【住基カード】http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/daityo/juki_card.html
　【電子証明書（公的個人認証サービス）】http://www.jpki.go.jp/index.html
　【ICカードリーダライタ】http://www.jpki-rw.jp/
　【e-Tax（国税電子申告・納税システム）】http://www.e-tax.nta.go.jp/
■住基カード、電子証明書の取得方法については、右記の窓口にお問い合わせください。

お問い合せ窓口

住　民　課　073-489-5920

又は

住民・福祉室　073-495-3463

2007・12



4

　

今
年
も
あ
と
一
ヵ
月
を
残
す
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、「
空
・
山
・
川
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

美
し
い
ふ
る
さ
と
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民

の
み
な
さ
ん
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
は
じ
め
、
防
災
行
政
無
線
通
信
施
設
整
備
工
事
や
総
合
運
動
場
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
の
着
工
、
ま
た
、
き
み
の
夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、町
民
の
み
な
さ
ん
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、平
成
19
年
の
主
な
出
来
事
を
紹
介
し
、一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
月�

7
日�

成
人
式（
1
2
5
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
）

�

14
日�

消
防
訓
練
初
め
式

�

27
日�

ハ
イ
テ
ク
、ロ
ー
テ
ク
防
災
訓
練（
美
里
中
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
）

 
 2

月�

7
日�

松
ケ
峯
に
「
企
業
の
森
」（
花
王
株
式
会
社
）　

県
庁
で
調
印
式

�

9
日�

田
舎
体
験
ツ
ア
ー 

I
タ
ー
ン
希
望
者
5
名
が
来
町

�

12
日�

第
3
回
町
民
大
学
講
座

�

�

（
講
師　

チ
ベ
ッ
ト
人
声
楽
家　

バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
）

�

18
日�

第
6
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
争
大
会

8
位
入
賞

�

25
日�

平
成
18
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
大
会

�

�

地
域
防
災
計
画
策
定

 
 3

月�

5
日�

第
1
回
町
議
会
定
例
会
開
会

�

10
日�

第
4
回
町
民
大
学
講
座（
オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」）

�

24
日�

野
上
小
学
校
柴
目
長
谷
分
校　

休
校
式

�

25
日�

動
木
集
会
所
及
び
動
木
消
防
団（
第
2
分
団
）器
具
置
き
場　

竣
工

�

29
日�

国
道
3
7
0
号
、県
道
奥
佐
々
阪
井
線
の
一
部
開
通

�

30
日�

み
さ
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園　

開
園（
〜
4
月
15
日
）

�

�

メ
ロ
デ
ィ
ロ
ー
ド　

完
成（
国
道
3
7
0
号
・
赤
木
地
区
）

�

�

第
1
次
長
期
総
合
計
画
策
定

�

�

国
民
保
護
計
画
策
定
、防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

2007
（平成19年）

一
年
を
振
り
返
っ
て

消防訓練初め式（1/14）

成人式（1/7） ジュニア駅伝　8位入賞（2/18）動木集会所及び動木消防団（第2分団）
器具置き場　竣工（3/25）

2007・12



4
月�

3
日�

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
附
属
看
護
専
門
学
校　

開
校

�

10
日�

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
総
会

�

15
日�

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校　

開
校

�

22
日�

町
議
会
議
員
一
般
選
挙　

新
し
い
議
員
16
名
決
ま
る

�

29
日�

生
石
高
原
山
開
き

 
 5

月�

10
日�

第
1
回
町
議
会
臨
時
会
開
会

�

14
日�

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学 

開
校

�

20
日�

町
民
一
斉
清
掃

�

27
日�

第
11
回
和
歌
山
県
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
春
季
大
会　

 
 6

月�

2
日�

春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

�

11
日�

第
2
回
町
議
会
定
例
会
開
会

�

�

防
災
行
政
無
線
通
信
施
設
整
備
工
事
は
じ
ま
る

7
月�

1
日�

第
5
回
町
民
大
学
講
座

�

�

（
講
師　

医
師
・
写
真
家　

関
野
吉
晴
氏
）

�

2
日�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

�

�

　
　
　
　
　

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

�

29
日�

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

 
 8

月�

15
日�

き
み
の
夏
祭
り　

�

�

総
合
運
動
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
は
じ
ま
る

 
 9

月�

1
日�

貴
志
川
、真
国
川
の
一
斉
清
掃

�

�

（
美
里
河
川
愛
護
会
）

�

2
日�

が
た
ろ
大
作
戦

�

�

（
貴
志
川
の
大
掃
除
/
リ
バ
ー
サ
イ
ド

�

�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）

�

8
・
9
日�

敬
老
会
開
催（
2
会
場
で

�

�

1
、0
0
9
名
が
出
席
）

�

10
日�

第
3
回
町
議
会
定
例
会
開
会

�

27
日�

町
が
な
が
み
ね
農
協
と

�

�

防
災
協
働
協
定
を
締
結

 
 10

月�

8
日�

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
・

�

�

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

�

13
日�

チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
0
7

�

�

「
タ
ワ
シ
」づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

�

�

（（
社
）海
南
青
年
会
議
所
）

�

21
日�

町
民
一
斉
清
掃

�

30
日�

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
全
国
大
会

 
 11

月�

1
日�

町
の
花
「
さ
く
ら
」・
木「
カ
ヤ
」・

�

�

　

鳥「
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
」を
制
定

�

3
日�

文
化
祭（
〜
5
日
）　

町
民
歌
発
表
会

�

11
日�

き
み
の
こ
ど
の
ま
つ
り

�

18
日�

農
林
商
工
ま
つ
り
＆
美
里
柿
の
市

国保野上厚生総合病院附属看護専門学校 開校（4/3）

敬老会（9/8・9）

シルバー人材センター設立総会（4/10）

きみの夏祭り

（8/15）
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10
月
27
日
（
土
）
、
第
1
回
紀
美

野
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
小
椋
孝
一

実
行
委
員
長
）
が
国
木
原
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
町
合
併
後
2
年
目
を
迎

え
て
、
町
内
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
た

ち
か
ら
、
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
交
流

が
で
き
る
大
会
の
開
催
を
望
む
声

が
多
く
、
町
民
有
志
に
よ
る
実
行

委
員
会
を
組
織
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
7
時
30
分
、
寺
本
町
長
に

よ
る
”
始
球
式
”
で
競
技
が
ス

タ
ー
ト
。
紅
葉
が
は
じ
ま
っ
た

山
々
を
背
景
に
、
参
加
し
た

1
7
3
人
は
、
18
ホ
ー
ル
で
和
気

あ
い
あ
い
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
、
福
田
地
区
自
主
防
災
組
織
に

よ
る
防
災
訓
練
が
福
田
地
区
集
会

所
で
、
ま
た
、
11
月
18
日
（
日
）
午

後
１
時
か
ら
は
、
平
・
吉
見
・
海

南
鋼
管
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防

災
訓
練
が
平
集
会
所
で
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
起
震
車
に
よ
る
地

震
体
験
訓
練
を
は
じ
め
、
消
火
器

使
用
訓
練
、
地
元
消
防
団
の
方
々

の
ご
指
導
の
も
と
消
火
栓
使
用
訓

練
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
災
害
に

対
す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

各
自
主
防
災
組
織
で
防
災
訓
練

の
開
催
等
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
紀
美
野
町
役
場
防
災
課
【
℡

４
８
９-

８
１
１
１
】
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

パークゴルフ大会

起震車による地震体験訓練（平・吉見・海南鋼管地区） 消火器使用訓練（福田地区）

始球式をする寺本町長

　

10
月
28
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
歌
謡
部
）
主
催
の
第
2
回
秋
季

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
が
開
か
れ
、
約

90
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
日
頃
鍛

え
た
の
ど
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
に
寺
本
町
長
も
参
加

し
、
石
原
裕
次
郎
さ
ん
の
「
夜
霧

よ
今
夜
も
あ
り
が
と
う
」
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
31
日
に
は
、
ふ
れ

あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
第

3
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か

れ
、
約
1
5
0
名
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
秋
晴
れ
の
も
と
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
、
親
睦
を
図
り
ま
し

た
。

カラオケ発表会
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健康・福祉
ガイド
健康・福祉
ガイド

健康・福祉
ガイド

○第一保育所　１２月　４日（火）　℡４８９－２１４４ 

○第二保育所　１２月１７日（月）　℡４８９－４９５３

○小川保育所　１２月　７日（金）　℡４８９－２４０５

○神野保育所　１２月　５日（水）　℡４９５－２０４９

○毛原保育所　１２月１２日（水）　℡４９９－０１３１

健 康 相 談
健康診断書の作成
一般健康相談

12月11日（火）　9：00～11：00
12月25日（火）　9：00～11：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談
12月11日（火）　9：00～11：00
12月25日（火）　9：00～11：00

検 便
12月11日（火）　9：00～11：00
12月25日（火）　9：00～11：00

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　9：00～17：00

こころの健康相談
心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。
※6日（木）はアルコール依存症相談日です。

12月６日（木）　12：00～
12月12日（水）　9：00～
12月20日（木）　13：30～
※　予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

12月11日（火）　10：00～11：00
12月25日（火）　10：00～11：00
※　予約制です。

エ イ ズ 即 日 検 査
検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２時間後）にお知らせします。

12月25日（火）　17：00～19：00
※　予約制です。

○コアラ　　　１２月１９日（水）９：３０～１１：３０　子育て支援センター（クリスマス会）

○カンガルー　１２月２７日（木）９：３０～１１：００　自然体験世代交流センター

なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

毎 週 月 曜 日／午前9時～11時30分
　　　　　　　　　　午後2時～4時30分
第1・3・5週の木曜日／午前9時～11時30分

毎月　第2・4週の木曜日／午前9時30分～11時30分

鎌滝636（℡495－3127）

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。
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あおい

障がい者巡回相談のお知らせ障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者

精神障がいの方・家族の方

身体障がいや知的障がいの方・
家族の方

月　　日

12月４日（火）

12月19日（水）

場　　　所　・　時　　　間

総合福祉センター　9時30分～正午
神野支所　　　　　13時30分～16時

総合福祉センター　9時30分～正午
神野支所　　　　　13時30分～16時

予　　約　　先

野上厚生病院内相談支援事業者
電話489-2908

日 時

平成19年12月12日（水）
14：00～16：00

場 所

海南保健所
大会議室

内 容／講 師

講義：「こころの病を知ろう　～精神障害について～」
講師：国民健康保険野上厚生総合病院　長崎浩一郎先生

指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必

要な援助などを行います。
巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

健康づくりコーナー

①帰宅したら洗顔・手洗い・うがいを忘れずに
流行しているときは、外出するたびに手、顔、衣服に
ウイルスが付着してしまいます。外出から帰宅したら
石けんを使って、手と顔を洗ってウイルスを落としま
しょう。

②人混みを避ける
デパートや電車など、人の集まるところにはウイルス
もいっぱいいます。

③温度・湿度を適切にコントロール
ウイルスの活動を抑えるには、部屋の温度と湿度を適
切に保つことが大切です。室温は２０度前後、湿度は
６０％前後を目安に調節し、１時間に１回は窓を開け
て新鮮な空気と入れ替えましょう。
洗濯物を室内に干すだけでも部屋の湿度を上げること
ができます。
　加湿器を使うなら掃除をこまめにして衛生的に。

④規則正しい生活リズムを
体力がないとき、疲れているときは、インフルエンザ
にかかりやすくなります。流行の始まる年末年始は、
生活のリズムが乱れがちな時期。
規則正しい生活リズムで、食事や睡眠をきちんととっ
て体調を整えましょう。

⑤インフルエンザワクチンの接種
インフルエンザのワクチン接種を受けると、インフル
エンザにかかっても症状が軽くて済み、早く回復しま
す。
とくにまだ予防接種を受けられない６カ月未満の赤
ちゃん、卵アレルギーで接種できない赤ちゃんがいる
場合は、家族が予防接種を受けておくことが、赤ちゃ
んの予防にもなります。また、お年寄りや他に病気が
ある人やその家族の人は、積極的に予防接種を受けま
しょう。

⑥積極的な水分補給を
冬は空気が乾燥します。風邪ウイルスは乾燥に強く、
空気中で元気に活動します。しかし、人のからだは乾
燥に弱く、鼻やのど・気管支の粘膜が乾燥するため抵
抗力が弱まり、風邪をひきやすくなります。
子どもやお年寄りは特に水分不足になりがちです！乾
燥からからだを守るために、積極的な水分補給が大切
です。

　近年の社会生活の複雑化に伴い、私たちの周りにはさまざまな精神的ストレスが増加しており、こころの健康に大き
な影響を与えています。こころを病む人の問題は、地域社会の理解と協力が必要です。豊かな地域づくりのために「ここ
ろの病」について一緒に考え、こころのボランティアをしてみませんか。ひとりでも多くの参加をお待ちしています。

　インフルエンザにかかりやすい季節となってきました。インフルエンザにかからないため
に、日ごろからうがいや手洗いを行うなど、感染予防を心がけるとともに、「かかったかな」と
思ったら早めに医療機関で受診しましょう。

＊精神保健福祉ボランティアに興味があり、講座修了後は
精神保健福祉ボランティア活動に参加して下さる方

＊お申し込みはお電話で平成19年12月10日（月）までにお願いします。
海南保健所　保健福祉課　担当：安川
〒642-0022　海南市大野中939　TEL.073-482-0600

２０名程度

療育センターＡＯＩ
電話　483-0454
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固
定
資
産
税
の
第
3
期
分
の
納

期
限
は
12
月
25
日
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
、
確
実

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課

（
℡
4
8
9-

5
9
0
5
）
へ

　

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と

し
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し

ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
せ
先

紀
美
野
町
役
場　

企
画
管
財
課

℡
4
8
9-

5
9
1
3（
直
通
）

 平成19年中に、厚生年金や国民年金等の老齢

年金を受けた方を対象に、社会保険庁（社会

保険業務センター）から「公的年金等の源泉

徴収票」が、1月下旬に送付されます。

　この源泉徴収票は、平成19年の1年間（支払

いとしては、平成19年の2月定期支払分から平

成20年の1月随時支払分まで）に支払った年金

の総額、介護保険料額、源泉徴収税額および

控除内容を記載しています。確定申告をする

際には、この「源泉徴収票」が必要になりま

すので、大切に保存してください。

　年の途中で死亡された方には源泉徴収票は

送付されません。準確定申告に使用される源

泉徴収票は、申請いただいたのち、社会保険

業務センターから郵送にてお届けします。

お問い合わせは、

　ねんきんダイヤル 0570-05-1165

　（IP電話・PHSからは、03-6700-1165）

　または、お近くの社会保険事務所までお願

いします。

　なお、障害年金、遺族年金受給者について

は、課税の対象となっておりませんので、源

泉徴収票は送付されません。

9

◆役場の仕事納めと仕事始め

仕事納め・・・12月28日（金）

仕事始め・・・1 月 4 日（金）

◆物品納入、工事代金等の支払い

　年内の口座振込は、12月27日（木）が最終

となります。ご了承お願いします。

◆年末・年始のごみ処理場の操業（野上区域のみ）

年末は12月29日（土）午後3時まで。

年始は1月4日（金）から平常通りになります。

　年末はごみ処理場が非常に混雑しますの

で、お早めに搬入してください。

　尚、ごみ搬入車の登録及びごみ搬入券の販

売は、紀美野町役場住民課で12月28日（金）

午後5時30分まで行っていますので、お早め

にお買い求め下さい。

◆年末・年始のごみの収集

（野上区域）

年末のごみの収集は、12月28日（金）まで平常通り収集します。

年始のごみの収集は、1月4日（金）から平常通り収集します。

（但し、小畑・動木・平・かしこ池団地・希望ヶ丘・緑ヶ丘・芝

崎・柴目・長谷・国木原・大藪地区の生ごみ・その他ごみの収集

については、1月3日（木）がお正月休みとなるため、その代わり

に1月4日（金）に収集し、同地区のスチール缶・アルミ缶・空ビ

ンの収集については、1月2日（水）がお正月休みとなるため、そ

の代わりに1月5日（土）に収集しますのでお間違えのないように

お願いします。）（詳しくは、各戸配布をご覧下さい。）

（美里区域）

年末のごみの収集は、12月28日（金）まで平常通り収集します。

年始のごみの収集は、1月4日（金）から平常通り収集します。

　　（詳しくは、各戸配布ごみ収集日程をご覧下さい。）

　

紀
美
野
町
立
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

の
開
館
期
間
は
、
来
年
（
平
成
20

年
）
か
ら
3
月
15
日
〜
10
月
15
日

迄
と
な
り
ま
す
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先

　

℡
０
７
３-

4
9
8-

0
5
2
1

　

受
付
時
間

　
　

午
後
1
時
〜
5
時
30
分
迄

但
し
、
月
・
火
曜
日
は
休
み

で
す
。

※
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

「源泉徴収票」が送付されます。
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の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

至

西
野

五色台

役場

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

B

A

C

D

ブロイラー
生産団地

工業団地

ド－シェル

J
A
給
油
所

J
A
撰
果
場

10

生
涯
学
習
情
報

　
　

山　
　

彦　
　
　

第
30
号

　

「
詩
人
の
す
す
め
」

小
学
生
が
授
業
で
一
行
詩
と
い
う
も

の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
そ
う
で
す
。

　

す
い
か　
　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

　

人　

生
き
る

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
小
さ
な
詩
人
た

ち
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
前
者
は
小
学
生
ら
し
い
ユ
ー

モ
ア
が
あ
り
、
後
者
は
大
人
顔
負
け

の
人
生
観
を
も
っ
た
作
品
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
な
ら
こ
の

「
す
い
か
」
「
人
」
の
あ
と
に
ど
ん

な
言
葉
を
続
け
ま
す
か
？

　

十
二
月
は
あ
わ
た
だ
し
く
忙
し
い

季
節
で
す
。
こ
こ
ろ
を
な
く
し
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、
詩
な
ど
を
よ
ん

で
み
る
心
の
余
裕
を
忘
れ
ず
に
、
新

た
な
る
年
を
迎
え
る
準
備
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
行
詩

は
、
季
語
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
し
、

字
数
を
気
に
せ
ず
に
作
れ
、
気
負
わ

ず
に
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
お
題
を
出
し
ま
す
の
で
、
家

族
、
友
人
で
挑
戦
し
て
、
次
に
続
く

言
葉
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

お
題　

「
ふ
る
さ
と
」

12
月
16
日（
日
）開
会
式
午
前
９
時　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺

１
月
11
日（
金
）〜
13
日（
日
）

長
野
県
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場

■
参
加
資
格　

紀
美
野
町
在
住
在

勤
の
方
、
ま
た
は
野
上
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
（
小
学
４

年
以
下
の
子
ど
も
に
は
大
人
の

同
伴
が
必
要
）

■
定
員　

35
名
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費　

一
人
大
人
１
２
、
０

０
０
円
、
小
学
生
以
下
８
、
０
０

０
円　

※
レ
ン
タ
ル
料
（
板
・
靴

等
）
、
リ
フ
ト
代
等
、
一
部
食
事

代
等
は
個
人
負
担

■
申
込　

中
央
公
民
館
、
文
化
セ

ン
タ
ー
に
設
置
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
12
月

17
日
ま
で
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

１
月
11
日
21
時　

役
場

発
↓
ス
キ
ー
場

　

１
月
12
日
終
日
ス
キ
ー
＆
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド

　

１
月
13
日
午
前
中
ス
キ
ー
＆
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド　

午
後
ス
キ
ー
場

発
↓
役
場
着（
23
時
頃
）

■
お
問
合
せ　

中
央
公
民
館
へ

　

ふ
れ
あ
い
公
園
を
中
心
に
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
開
催
し
ま
す
。
ご
声
援
、
ご
観
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
大
会
は
約
千
百
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
す
る
た
め
、
当
日
会
場
周
辺
は
大
変
混
雑
い
た
し
ま

す
の
で
、
交
通
安
全
及
び
通
行
止
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
地
図
参
照
）

■通行止め区間　町道志賀野・井の口線（ブロイラー

団地～ふれあい公園～ドーシェル）

■上記Ａ,B,Cの区間及びB～D区間は通行止め

■矢印は迂回路です。
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■
中
央
公
民
館

５
日　

ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
よ
う

12
日　

編
み
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

19
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

　
　
　

（
野
い
ち
ご
の
会
）

26
日　

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

■
文
化
セ
ン
タ
ー

５
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　

（
ほ
た
る
）

12
日　

ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
よ
う

19
日　

編
み
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

26
日　

ク
リ
ー
ン
大
作
戦　

■
小
川
地
区
公
民
館

14
日　

午
前
10
時　

絵
本
の
読
み

聞
か
せ
（
ひ
ま
わ
り
）

　

12
月
23
日
（
祝
）
は
天
文
台
で
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
昼
も
夜
も
楽
器
テ

ル
ミ
ン
を
楽
し
み
ま
す
。

■
テ
ル
ミ
ン
を
作
ろ
う
！

午
後
２
時
〜
（
約
３
時
間
）

参
加
費
は
約
２
０
０
０
円
（
材

料
費
）

申
込
み
必
要

■
テ
ル
ミ
ン
が
響
く
聖
な
る
夜

午
後
７
時
〜（
約
１
時
間
）

ゲ
ス
ト
奏
者
は
安
達
裕
子
さ
ん

参
加
無
料
、
事
前
申
込
み
は
不
要

安
達
さ
ん
の
奏
で
る
音
色
に
癒

さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

申
込
み
問
合
せ
は
天
文
台
へ
。

※
テ
ル
ミ
ン
を
演
奏
す
る
安
達

裕
子
さ
ん

12
月
２
日
（
日
）

午
後
０
時
30
分
〜
学
習
発
表
会

　

子
ど
も
た
ち
の
歌
や
劇
を
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

午
後
２
時
40
分
〜
農
産
物
即
売

　

売
上
金
は
、
児
童
の
教
育
活
動

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
是

非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」

「
木
彫
り
」

「
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
」

「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
」

「
ビ
ー
ズ
」

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・
文
化

セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）
で
、
月
曜

〜
金
曜
（
午
後
２
時
〜
５
時
）
の
放

課
後
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

（
中
央
公
民
館
２
階
）

　

12
月
23
日（
祝
）午
後
３
時
〜

　

小
川
小
学
校

■
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
へ
の
点
灯
式

■
景
品
つ
き
も
ち
ま
き

■
演
奏
会

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

■
屋
台
（
お
で
ん
、
う
ど
ん
、
た
こ

焼
き
、カ
レ
ー
）

■
バ
ザ
ー

　

楽
し
い
催
し
が
た
く
さ
ん
、
み

な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

11
月
17
日
、
児
童
館
主
催
の
「
か

ず
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作

り
ま
し
ょ
う
」
に
17
名
の
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。講
師
に
は
下
佐
々

の
田
伏
利
夫
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。
子
ど
も
達
は
、
田
伏
さ
ん
が

町
内
で
採
集
し
た
か
ず
ら
を
丸
く

巻
き
、
そ
の
回
り
に
松
ぼ
っ
く
り

や
ひ
の
き
、
き
ん
か
ん
、
か
ら
す
の

え
ん
ど
う
、
市
販
の
リ
ボ
ン
等
で

思
い
思
い
の
飾
り
付
け
を
し
ま
し

た
。
出
来
あ
が
っ
た
リ
ー
ス
を
手

に
み
ん
な
大
喜
び
で
し
た
。
ま
た
、

早
く
終
わ
っ
た
子
ど
も
達
は
、
田

伏
さ
ん
が
用
意
し
て
く
れ
た
竹
と

ん
ぼ
や
、
豆

鉄
砲
、
ぽ
っ

く
り
で
遊
び
、

大
人
の
方
は

か
ず
ら
の
籠

を
編
む
等
、

楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま

し
た
。
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10
月
30
日（
火
）農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
で
平
成
19

年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
全
国
大
会
が

開
催
さ
れ
、
愛
媛
県
・
奈
良
県
・

滋
賀
県
・
大
阪
府
・
和
歌
山
県
か

ら
58
名
が
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
発
祥
の

地
に
集
ま
り
、
９
コ
ー
ス
で
ス
コ

ア
を
競
う
と
と
も
に
、
お
互
い
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
（　

）
内
は

住
所
と
ス
コ
ア

■
男
性
の
部

 

１
位　

笹
岡 

導
（
和
歌
山
市
41
）

 

２
位　

横
山
勝
明
（
和
歌
山
市
46
）

 

３
位　

本
多
敬
治（
海
南
市
48
）

■
女
性
の
部

 

１
位　

岩
切
マ
ス
子（
和
歌
山
市
47
）

 

２
位　

福
岡
規
子（
毛
原
中
49
）

 

３
位　

硲 

艶
子
（
神
野
市
場
51
）

（
敬
称
略
）

有
形
文
化
財

「
銅
造
阿
弥
陀
如
来
懸
仏
」

時
代　

鎌
倉
時
代

　

所
在
地　

福
井　

馬
場
弥
氏

平
安
時
代
に
至
り
、
日
本
古
来
の

神
道
と
仏
教
の
融
合
思
潮
を
反
映

し
て
、
仏
菩
薩
が
姿
を
変
え
た
日

本
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
が
日
本

の
神
々
で
あ
る
と
い
う
本
地
垂
迹

説
（
ほ
ん
じ
す
い
じ
ゃ
く
せ
つ
）

が
広
ま
り
を
見
せ
、
御
神
体
を
仏

菩
薩
の
姿
で
表
現
す
る
こ
と
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当

初
は
鏡
面
に
本
地
仏
を
線
彫
り
し

て
表
わ
し
た
い
わ
ゆ
る
鏡
像
の
形

を
し
て
い
た
が
、
後
に
は
本
地
仏

を
よ
り
立
体
的
に
表
現
し
、
ま
た

鏡
板
に
吊
手
を
つ
け
て
、
懸
垂
し

て
礼
拝
す
る
懸
仏
が
主
流
を
占
め

る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
懸
物
も

そ
の
一
例
で
あ
り
ま
す
。
本
来
付

属
し
て
い
る
は
ず
の
鏡
板
は
失
わ

れ
、
鋳
銅
製
の
御
正
体
（
み
し
ょ

う
た
い
）
の
み
が
残
っ
た
も
の

で
、
頭
頂
部
背
面
に
鏡
板
に
と
り

つ
け
る
た
め
の
突
起
が
認
め
ら
ま

す
。
像
の
奥
行
き
が
増
し
、
表
現

そ
の
も
の
も
簡
潔
で
は
あ
り
ま
す

が
、
具
像
的
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
制
作
年
代
は
鎌
倉
時
代

と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

２
月
23
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、

国
語
学
者
の
金
田
一
秀
穂
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
、
第
６
回
町
民
大
学

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
１
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

　

11
月
10
日
（
土
）
中
央
公
民
館
和

室
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁
20
名
・
将
棋

11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
囲
碁
は

ハ
ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
を
、
将
棋
は

総
平
手
戦
（
８
回
戦
）
を
行
い
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（　

）内
は
住
所
で
す
。（
敬
称
略
）

■
囲
碁
の
部

　

優　

勝　

紀
三
井
孝（
岩
出
市
）

　

準
優
勝　

竹
田
博
昌（
岩
出
市
）

　

３　

位　

井
上
仁
幸（
紀
の
川
市

）

■
将
棋
の
部

　

優　

勝　

日
潟
順
一（
下
佐
々
）

　

準
優
勝　

中
畑
正
清（
海
南
市
）

　

３　

位　

田
渕
公
夫（
吉
野
）

　

Ｔ
Ｖ-

Ｃ
Ｍ
や
Ｔ
Ｖ
の
ナ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
竹

房
敦
司
先
生
を
お
迎
え
し
て
特
別

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
声
の
仕
事
で
生
き
る
に
は
」

声
優　

竹
房
敦
司
先
生

12
月
15
日（
土
）午
後
１
時
〜

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

■
日
程　

午
後
１
時
〜　

生
徒
に

よ
る
活
動
発
表
、学
校
紹
介　

午
後
１
時
30
分
〜　

竹
房
先
生
に

よ
る
特
別
講
演
会
「
声
の
仕
事
で

生
き
る
に
は
」
そ
し
て
公
開
授
業

「
声
優
入
門
」で
す
。

※
参
加
費
無
料
で
す
。
詳
し
く
は

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
へ

（
電
話
４
９
７-

９
１
１
１
）

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
番
組
や
、
Ｃ

Ｍ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
や

ア
ニ
メ
の
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活

躍
、
出
演
、
制
作
さ
れ
た
も
の
は
数

百
に
も
及
び
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
11
月
３
日
（
祝
）

に
、
第
２
回
紀
美
野
町
文
化
祭
へ

の
参
加
行
事
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
未
来
塾
に
お
い
て
囲
碁
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
15

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
終
日
楽
し

く
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

優　

勝　

吉
川
安
人
（
海
南
市
）

２　

位　

榎
本
孝
幸
（
田
）

３　

位　

田
尻　

学
（
海
南
市
）

４　

位　

西　

俊
二
（
海
南
市
）

５　

位　

榎
本
博
光
（
海
南
市
）

　

入
会
希
望
の
方
、
大
歓
迎
で

す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】
電
話
４
９
８
・
０
１

５
２
榎
本
ま
で
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歌

の

小

道

 

懸
崖
の
菊
鉢
抱
き
て
帰
り
来
る�

今
野
昭
子

 

長
老
の
拍
子
木
よ
り
の
里
祭�

馬
谷
富
貴
子

 

水
の
秋
熊
野
詣
の
川
下
り�

口
井
ト
シ
子

 

鬼
の
子
の
揺
れ
て
こ
ぼ
る
る
愚
痴
一
つ�

阪
口
早
苗

 

選
別
機
柿
美
し
く
流
れ
来
る�

城
山
ふ
み
枝

 

豊
年
や
隙
間
無
く
吊
る
古
着
市�

手
拝
な
を
み

 

薄
紅
葉
小
滝
の
前
に
鯉
の
群
れ�

松
山
亜
以
子

 

吊
橋
の
板
踏
み
締
め
て
山
の
秋�

堀
口
義
子

 　
　

田
の
畦
に
朽
ち
た
る
道
し
る
べ�

田
代
哲
郎

さ
び
し
さ
の
じ
ん
じ
ん
迫
る
冬
の
窓�

田
渕
竜
男

 

下
手
な
生
き
方
し
て
来
た
け
れ
ど
と

　
　
　
　

堀
内
が
唄
え
り
共
感
を
持
ち
た
り
今
は�

河
野
昭
子

 

紅
き
い
ち
ご
の
か
き
氷
な
り
見
な
が
ら
に

　
　
　
　

と
び
と
び
を
な
す
女
孫
で
あ
り
ぬ�

竹
本
セ
ツ
子

 

短
歌
会
は
霧
雨
け
ぶ
る
生
石
に
て

　
　
　
　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
か
お
り�

段
木
幸
代

 

多
機
能
の
携
帯
電
話
操
作
は
あ
や
し
く
て

　
　
　
　

ウ
ク
レ
レ
ぽ
ろ
ん
音
符
を
ひ
ろ
ふ�

山
本
綾
子

は
ら
か
ら
の
幸
せ
の
日
の
写
し
影
を

　
　
　
　

ポ
ー
チ
に
秘
め
て
空
の
旅
行
く�

西
山
カ
ズ
エ

 

か
ら
こ
ろ
り　

君
の
下
駄
の
音
近
づ
き
て

　
　

吾
も
迎
え
て　

か
ら
こ
ろ
こ
ろ
り（
城
崎
温
泉
に
て
）�

梶
谷
知
子

 

野
菜
に
か
け
少
し
残
り
し
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

　
　
　
　

ゆ
る
り
ゆ
る
り
と
瓶
に
戻
し
ぬ�

森
下
玉
子

 

幸
せ
は
心
の
窓
よ
り
や
っ
て
く
る

　
　
　
　

言
葉
は
心
心
は
言
葉�

滝
垣
内
嘉
代
子

　

１
月
に
天
文
台
長
に
就
い
て
以

来
１
年
間
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

星
と
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

指
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
一
人

で
も
多
く
の
方
に
星
空
と
触
れ
合

う
機
会
を
つ
く
る
た
め
、
夜
で
な

く
て
も
天
文
台
で
な
く
て
も
星
に

親
し
め
る
よ
う
、
様
々
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
へ

の
出
展
を
は
じ
め
、
町
民
大
学
講

座
で
の
前
座
講
演
、
青
少
年
セ
ン

タ
ー
と
共
催
で
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
星
の

お
話
を
聞
く
機
会
を
増
や
し
ま
し

た
。
文
化
祭
や
こ
ど
も
ま
つ
り
で

は
、
昼
間
の
出
張
観
望
会
を
行

い
、
多
く
の
人
に
望
遠
鏡
で
青
空

の
中
で
輝
く
金
星
や
太
陽
を
見
て

も
ら
い
ま
し
た
。
お
月
見
会
で
は

多
く
の
町
民
の
方
が
主
導
で
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
友
の
会

や
星
空
サ
ー
ク
ル
と
い
っ
た
町
民

の
皆
さ
ん
と
の
活
動
も
活
発
化
し

て
き
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
の
活
動
な
ど
残
さ
れ

て
い
る
課
題
に
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
天
文
台

の
活
動
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
文
化
祭
で
行
っ
た
昼
間
の
観
望

会
の
様
子
と
望
遠
鏡
で
見
た
青

空
の
中
の
金
星
（
矢
印
）
。

　

今
年
度
、
本
校
生
徒
会
執
行
部

は
『
ダ
ル
ニ
ー
奨
学
金
』
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
『
ダ
ル
ニ
ー

奨
学
金
』
と
は
、
タ
イ
や
ラ
オ
ス

の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
達
に
、
年

一
万
円
で
特
定
の
中
学
生
一
人
を

一
年
間
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
教
育
里
親
支
援
制
度
で

す
。
具
体
的
に
は
、
「
書
き
損
じ

の
葉
書
」
「
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

（
未
使
用
）
」
「
図
書
カ
ー
ド

（
未
使
用
）
」
「
ク
オ
カ
ー
ド
」

な
ど
を
集
め
、
現
金
に
換
金
し
ま

す
。
本
校
の
生
徒
会
執
行
部
は
、

六
月
か
ら
生
徒
や
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
各
小
学
校
、
教
育
委
員

会
、
役
場
、
公
民
館
な
ど
に
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
回
収
し
た

結
果
、
葉
書
（
三
四
八
枚
）
、
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
（
四
一
枚
）
、
図

書
カ
ー
ド
（
一
枚
）
、
ク
オ
カ
ー

ド
（
一
枚
）
、
寄
付
金
（
一
〇
〇

〇
円
）
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
を
換
金
し
送
金
料
等
を
差
し
引

く
と
三
〇
、
五
二
〇
円
で
し
た
。

従
っ
て
、
タ
イ
や
ラ
オ
ス
の
子
ど

も
達
三
人
が
一
年
間
学
校
へ
通
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

け
ん
が
い

ひ
つ
じ
だ

う　

た

モ

バ

イ

ル

え

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

　

十
二
月
二
十
九
日
（
土
）〜
一
月
三
日
（
木
）

　

文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民
館
、体
育
施
設
は
休
館
、休
場
で
す
。

2007・12
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●火災発生件数‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0件
【事故別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 　 　 病

一 般 負 傷

交 通 事 故

そ の 他

合 　 計

29（ 　 ）

４（ １ ）

２（ 　 ）

４（ 　 ）

39（ １ ）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

29（ 　 ）

４（ １ ）

２（ 　 ）

４（ 　 ）

39（ １ ）

※（　　　）内については、ドクターヘリ要請

講
習
内
容

　

（
1
）心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

（
2
）大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

（
3
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

る
こ
と

講
習
時
間

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
の
3

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料

　

無　
　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

　

消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

　

（
℡
0
7
3-

4
8
9-

６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
又
、
現
在
終

了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
2
年
を

迎
え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講

し
て
下
さ
い
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習　

1
月
6
日（
日
）

　

寒
い
時
期
を
迎
え
、
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
災
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
に
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
や
衣
類

な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ー
ス

プ
レ
ー
な
ど
の
引
火
の
危
険
性

が
あ
る
も
の
は
使
用
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に

接
触
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
な

ど
を
干
す
こ
と
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

○
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭

素
中
毒
を
防
ぐ
た
め
、定
期
的
に

部
屋
の
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
場

合
は
、
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら

行
い
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
タ
ン
ク
の
ふ
た

を
確
実
に
締
め
た
こ
と
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

○
一
定
以
上
の
振
動
を
感
じ
た

り
、
転
倒
し
た
場
合
に
は
自
動

的
に
消
火
す
る
耐
震
自
動
消
火

装
置
付
き
の
も
の
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

点
火
及
び
消
火
の
確
認

○
点
火
後
は
、
炎
の
調
整
を
行

い
、
正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
就
寝
時
や
外
出
時
に
は
、
必
ず

完
全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
方
法

○
地
震
時
の
振
動
に
よ
り
転
倒
し

な
い
よ
う
、
固
定
す
る
必
要
の

あ
る
ス
ト
ー
ブ
は
必
ず
固
定
を

し
て
下
さ
い
。

危
険
物
の
保
管

○
灯
油
用
の
容
器
は
金
属
製
の
も

の
又
は
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
推

奨
ラ
ベ
ル
や
認
定
証
が
貼
付
さ

れ
て
い
る
も
の
を
使
用
す
る
と

と
も
に
、必
ず
栓
を
し
っ
か
り
と

締
め
て
密
封
し
て
下
さ
い
。

○
保
管
場
所
は
火
気
を
使
う
場
所

か
ら
遠
ざ
け
る
と
と
も
に
、
直

射
日
光
を
避
け
冷
暗
所
で
保
管

し
て
下
さ
い
。

○
地
震
時
に
容
器
が
転
倒
し
た

り
、
落
下
物
に
よ
っ
て
容
器
が

破
損
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

暖
房
器
具
の

　

取
扱
い
に
ご
注
意
!!

一
日
消
防
署
長
を
迎
え
て

　

平
成
19
年
秋
季
火
災
予
防
週
間

が
11
月
9
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で

全
国
的
に
展
開
さ
れ
、
当
消
防
署

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
11

月
9
日
に
紀
美
野
町
安
井
在
住
の

徳
田　

文
さ
ん
を
一
日
消
防
署
長

と
し
て
お
迎
え
し
、
職
員
の
士
気

の
高
揚
と
防
火
P
R
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

一日消防署長　徳田　文さん
とくだ　　 あや

火災予防啓発活動
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　12月、今年も早いもので残すところあと1ヵ月となりました。
　16日（日）には、第２回紀美野ふれあいマラソン大会がふれあ
い公園周辺で行われ、約1,200名の方々が出場されます。
　この時期何かと忙しく、寒さも一段ときびしくなります。風
邪などひかれないように健康管理には充分気をつけ、新しい年
をお迎えください。
　一年間ご愛読ありがとうございました。

人の動き

12月12月

７月

広報

　下記により町営住宅入居者の募集を行います。
応募に際し入居資格等が定められておりますの
で、詳しくは申込要項をご覧ください。申込要項
は、最寄の役場本庁及び支所で配布しております。

　就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科　・テクニカルオペレーション

科（35歳以下、企業実習付き）　
　　　　　・テクニカルメタルワーク科
　　　　　・ビル管理科
　　　　　・ビジネスワーク科
訓練期間　平成20年1月8日（火）～6月30日（月）
募集締切期日　12月21日（金）
受 講 料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先
　独立行政法人　雇用・能力開発機構
　　　　　　　　　和歌山センター訓練第一課

　　　　　電話073（461）5649　 

募集期間：平成19年12月3日（月）～14日（金）
　　　　　午後5時30分（必着・郵送可）

入居資格等について（詳しくは要項をご覧ください）
（1）同居又は同居しようする親族があること。
（2）○町営住宅

申込世帯員全員の政令月収額が200，000円
以下であること（裁量世帯については268，
000円以下であること）。

○特定公共住宅
申込世帯員全員の政令月収額が200，000円
をこえ322，000円以下であること（若年層で
将来において収入の上昇が見込めるものは
この限りではない）。

（政令月収額の算定方法については要項をご
覧ください）

（3）現在、住宅に困窮している方。
（4）申込時までの住民税、固定資産税、国民健康保

険税等を滞納していないこと。
（5）家賃、敷金を支払う能力があること。

町営住宅及び特定住宅
　　 入居者募集について

募　　　　集

職業訓練生の募集

団地・室名 町営住宅下佐々第8団地202・301号（2戸）

所　在　地 紀美野町下佐々866－1

間 取 り 洋室（1）、和室（2）、LDK、トイレ、風呂

敷　　　金 家賃の3ヶ月分

団地・室名 特定公共住宅野中団地301号（1戸）

所　在　地 紀美野町野中72番地

間 取 り 洋室（1）、和室（2）、LDK、トイレ、風呂

敷　　　金 家賃の3ヶ月分

2007・12



実
り
の
秋
を
満
喫
!!

平成19年12月1日（土）～
　　　　平成20年1月31日（木）

期日　平成20年1月13日（日）

受付　午後1時

開式　午後1時30分

場所　中央公民館

対象　昭和62年4月2日～

　　　昭和63年4月1日生まれ

※詳しくは教育委員会総務学事課（電話489-5910）へ

　お問い合わせください。

昨年の成人式

　

11
月
11
日
（
日
）
、
「
第
２
回
き

み
の
こ
ど
も
ま
つ
り
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
野
上
小
学
校
に
は
、
町
内
の
保

育
園
児
や
小
学
生
、
保
護
者
ら
約

５
０
０
人
が
参
加
し
て
「
み
ん
な

で
作
っ
て
遊
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に

作
る
楽
し
さ
に
浸
り
ま
し
た
。

　

各
教
室
の
前
に
あ
る
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
や
特
別
教
室
で
は
「
布
ぞ

う
り
」
を
は
じ
め
、「
消
し
ゴ
ム
ね

ん
土
」
や
「
陶
芸
教
室
」
、「
水
の
万

華
鏡
」
の
ほ
か
「
こ
ん
に
ゃ
く
」「
手

打
ち
そ
ば
」
な
ど
10
の
も
の
作
り

コ
ー
ナ
ー
と
、「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
」
や
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
な
ど

の
遊
び
の
広
場
を
設
け
ま
し
た
。

　　

体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
パ
ン
」

コ
ー
ナ
ー
に
は
総
勢
１
０
５
人
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
パ
ン
の

生
地
を
竹
に
巻
き
つ
け
た
あ
と
、

炭
火
で
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
思
っ

た
以
上
に
う
ま
く
焼
き
あ
が
っ
た

の
で
、
子
ど
も
た
ち
も
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
保
護
者
等
の
ス
タ
ッ

フ
指
導
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が

真
剣
な
表
情
で
作
品
を
作
っ
た

り
、
仲
間
と
楽
し
そ
う
に
遊
ん
だ

り
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
も
生

き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

方
に
は
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

去
る
11
月
18
日（
日
）、
文
化
セ

ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り
広
場
）
に

お
い
て
、
第
２
回
紀
美
野
町
農
林

商
工
ま
つ
り
と
第
６
回
美
里
柿
の

市
が
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と

ご
協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　

　

当
日
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

会
場
内
で
は
軽
食
・
農
林
海
産

物
・
日
用
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を

は
じ
め
、「
柿
種
飛
ば
し
・
柿
皮
む

き
大
会
」
、「
木
工
・
陶
芸
教
室
」
、

「
紀
州
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
、「
餅
投
げ
」

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

ほ
か
、「
紀
道
」
＆
「
愛
禅
道
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い
踊
り
」
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た

ち
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

り
、
農
産
物
な
ど
を
買
い
求
め
た

り
し
て
、
秋
の
一
日
を
楽
し
く
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
産
物
品
評
会
で
は
、

丹
精
込
め
て
作
っ
た
総
数
３
６
３

点
の
出
展
物
の
中
か
ら
、
左
記
の

14
名
の
方
々
が
選
ば
れ
、
各
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り

農
林
商
工
ま
つ
り
＆
美
里
柿
の
市 

開
か
れ
る

実
り
の
秋
を
満
喫
!!

開会セレモニー

「布ぞうり」づくりに初チャレンジ

上手にパンを焼く子どもたち

町長賞

町長賞

実行委員会長賞

実行委員会長賞

議長賞

議長賞

海草振興局長賞

農協組合長賞

農協組合長賞

商工会長賞

商工会長賞

森林組合長賞

NOSAI組合長賞

農業委員会長賞

大上みつよ

西原　宏洋

正殿まさ代

田伏　侯裕

吉瀬　文男

山本圭三郎

西谷　惠代

西山　一太

曲里　雅人

若林美喜子

山口　哲代

迎井　孝夫

松本　京子

尾崎幸重子

白ねぎ

柚子

白菜

里いも

キウイ

キャベツ

小豆

さつまいも

みかん

黒豆

大根

栗

柿

たまねぎ

下佐々

梅　本

小　西

下佐々

長　谷

下佐々

梅　本

西　野

長　谷

動　木

下佐々

毛原下

大　角

毛原下

賞　名 受賞者氏名
（敬称略）

出品名 住　所

農林商工まつり受賞者一覧
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